予算要求資料
令和元年度9月補正予算　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：家畜保健衛生費
	事業名　新　豚コレラ緊急衛生管理強化事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　農政部　家畜防疫対策課　防疫企画係　電話番号：058-272-1111（内2879）

　　　　　　　E-mail：c11449@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　補正要求額　３３，７４１千円（　０　→　３３，７４１千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現　計
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補　正
要求額
	33,741
	16,949
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	16,792

	決定額
	28,940
	14,508
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	14,432


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・平成30年９月、国内26年ぶりとなる豚コレラが本県で発生し、これまでに22施設で豚コレラが発生し、収まる気配がない。また、原因とされる野生いのししでの感染例も収まる気配はない。
・豚コレラ対策の先進地であるリトアニア、ドイツに派遣した調査団の知見を
　活かし、豚コレラウイルスの農場への侵入防止と、野生いのししによるウイルスの拡散防止のため、適正な処理を徹底する。
（２）事業内容

①農場周辺道路の消毒の強化（９，９３３千円）
・農場内への豚コレラウイルス侵入を防ぐため、各農場に自走式動力噴霧器を貸与
　②野生いのししの適正処理（２３，８０８千円）

　　 ・死亡、又は捕獲した野生いのししのを適切に処理するため、専用容器等を購入し、専門業者、市町村等へ配布
　　
（３）県負担・補助率の考え方

　　　国：１００%、国：県　５０％：５０％、県：１００％
　　　 防疫対策については県の責務である。
（４）類似事業の有無
      無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	需要費
	24,732
	野生いのしし運搬用具等

	備品購入費
	9,009
	自走式動力噴霧器の購入

	合　計
	33,741　　 
	


	　決定額の考え方　

所要額を精査し計上します。



４　参考事項
（１）後年度の財政負担
なし（単年度事業の予定）
（２）事業主体及びその妥当性
　　事業主体：県
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　  養豚農場への豚コレラウイルスの侵入を防止し、豚コレラの発生を防ぐ。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値
(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	養豚農場の数
	38農場
（H30）
	22農場
(R1)
	（R1）
	（R1）
	22農場
（R2）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　
　


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	豚コレラウイルスが農場に侵入するあらゆる可能性を排除することにより、豚コレラの発生を防ぐことができる。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　


（次年度の方向性）
	・豚コレラウイルスの農場侵入を防ぐことのより再発の予防となる。また、豚コレラウイルスの侵入を防ぐことにより、農場の再開を促す。


